コリンエステラーゼ活性測定用試薬 by unknown
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いなかったからである。本発明者らは、R. Cao, Jr等（J. Am. Chem. Soc., 129, 6927-6
930, 2007）の報告したピペリジンメタンチオール合成法を応用し、１－アルキルピペリ










































































　市販の１－メチル－４－ピペリジンメタノールから、文献既知の方法（R. Cao, Jr, et






































1Ｈ ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3） δ（ｐｐｍ） ：１．２１－１．４４（３Ｈ， 
ｍ，ＣＨ，ＣＨ×２）， １．７１（２Ｈ，ｄ，ＣＨ2，Ｊ＝１５．０ Ｈｚ），１．８２
－１．９０（２Ｈ，ｍ，ＣＨ×２），２．２１（３Ｈ， ｓ， ＣＨ3），２．２８（３Ｈ
， ｓ， ＣＨ3）， ２．７６－２．８１（４Ｈ， ｍ，ＣＨ×４）；
13Ｃ ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤＣｌ3） δ（ｐｐｍ） ：３０．５８， ３１．４５， 











1Ｈ ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤ3ＯＤ） δ（ｐｐｍ） ：１．６７－１．９７（５Ｈ， 
ｍ，ＣＨ，ＣＨ×４）， ２．３４（３Ｈ， ｓ， ＣＨ3），２．９６（２Ｈ，ｄ，ＣＨ2
，Ｊ＝６．０ Ｈｚ），３．１２（３Ｈ， ｓ， ＣＨ3），３．１８（３Ｈ， ｓ， ＣＨ3
），３．３６－３．５３（４Ｈ， ｍ，ＣＨ×４）；
13Ｃ ＮＭＲ（３００ＭＨｚ，ＣＤ3ＯＤ） δ（ｐｐｍ） ：２６．５２， ３０．５０， 
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【図１】

























            千葉県千葉市稲毛区穴川四丁目９番１号　独立行政法人放射線医学総合研究所内
(72)発明者  入江　俊章
            千葉県千葉市稲毛区穴川四丁目９番１号　独立行政法人放射線医学総合研究所内
(72)発明者  福士　清
            千葉県千葉市稲毛区穴川四丁目９番１号　独立行政法人放射線医学総合研究所内
(72)発明者  岡村　敏充
            千葉県千葉市稲毛区穴川四丁目９番１号　独立行政法人放射線医学総合研究所内
Ｆターム(参考) 4B063 QA18  QQ32  QR57  QR66  QS36  QX01 
　　　　 　　  4C054 AA02  CC02  DD01  EE01  EE04  EE15  FF04  FF15 
（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
